令和２年度　学校評価実施報告書（別添様式４）

学校名（　桂　中　　学校）
	教育目標
『言語能力の育成・言語活動の充実』，『「温かな心」「たくましさ」を兼ね備えた生徒の育成

	年度末の最終評価

	自己評価
	教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し
学校教育目標の実現に向けて，ある程度の成果は出せたと思われる。学習確認プログラムテストにおいても，高い水準を保てるようになっており，各回での細かな増減はあるものの，学力伸長に向かっていると言える。各教科での学校教育目標の実現に向けての改善は，授業の目当てや振り返りを行うなどの改善を行ってきた。教科によってはポートフォリオを導入するなど新しい動きも見られた。また，生徒アンケートの「各教科で話し合いや意見を発表したり書いたりする活動はよく行われていましたか」「話し合いや意見を発表したり書いたりする活動を行うことで，授業の内容は理解しやすくなりましたか」の項目では、今回はコロナ禍のこともありなかなか思うようには取り組むことが出来なかったが、約９０％の生徒が肯定的な意見を返してくれた。しかし、残り１０％弱の生徒に対する手立てを考えていく必要がある。
また、コロナ禍で生徒会活動やボランティア活動を通して，他者や弱者を思いやれる優しさや他者を認め受け入れる姿勢を育み，地域との協働作業なども行う中で，自分を成長させるように取り組みを進める予定であったが、多くの行事がなくなり機会が大幅に減った。年度当初にはいじめ事案も見られた。来年度には、学校行事もできる範囲で広げていき、日頃からの授業や学校生活の中で，互いを認め合う気持ちなど育成をはかる必要がある。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
生徒アンケート・保護者アンケートの結果を見ていると，前期に比べて，後期にはほとんどの項目でポイントが上昇している。生徒も意欲的に授業をうけたり，学校生活を過ごしてきたことがわかる。また，地域の人にあいさつをするなど，良いことを聞くとうれしく思うし，今後もより一層良いところを伸ばしてもらいたい。



学校関係者評価の評価日・評価者
	
	評価日　
	評価者　

	中間評価
	７／２１
	学校運営協議会

	最終評価
	３／１５
	ＰＴＡ











（１）「確かな学力」の育成に向けて 『学力向上プラン』
	重点目標
学ぶ意欲を高め、学力向上を目指した学習指導を行い、一人一人の人権を大切にし、豊かな感性を身につけさせるとともに、生き方を考えさせる進路指導を推進する。
学ぶことの喜びやおもしろさ・楽しさが感じられる授業を目指す

	具体的な取組
１．昨年度に引き続き学校図書館教育の「学習センター機能」を高め，全学年・各教科・領域で学校図書館を活用した授業を最低１回は実施し、また情報メディアセンターとしての活用と充実を図る。
２．生徒の思考・判断・表現力と課題解決型・探究型能力を身に付けさせられる授業改善のための校内研修会を実施する。
３．人権尊重を徹底し、道徳教育を充実させ、生き方を考えた進路指導を行う。
４．すべての教員に担当教科の総教Ｃを中心にした「指導力向上講座」や「夏季研修会」等の教科研修に年間１回は必ず参加することを意識付ける。
５．学習確認プログラムの意義を十分に生徒に理解させ，計画に基づいた学習活動の重要性を学級単位で説明するとともに，学校で予習シート学習を徹底して行う。
６．授業開始時の学習のねらいについてはほぼ定着してきているが，終了時のまとめとふりかえりがまだ不十分であるため，教員にそのことを徹底させていく。そのために職員会議や校内研修会で繰り返し意識付けをするとともに，校内巡視・授業観察を行い，現状の実態を把握し、個別に指導していく。

	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒・保護者アンケートの結果。
　　　該当項目…①「学校の授業はわかりやすいですか」（生）
②「学校の学習において，基礎的な力が身についていますか」（保）
③「平日は，１日当りどれぐらいの時間，家で勉強をしていますか」（生）
④「１週間でどれくらいの時間，本を読んでいますか」（生）
・学習確認プログラムの経年データ。
・授業参観，学級懇談会，個人懇談の際の保護者の意見。



中間評価
	各種指標結果
・アンケートでは「授業は分かりやすい」で肯定的な意見が９１％を占めてはいるが，１０％近くの生徒が否定的な意見を持っている。しかし，「授業を大切にしているか」という設問に対しては，各学年で９５％近くが肯定的な意見であった。
・家庭学習についても，肯定的な意見が７２％とやや少ない。
・朝読書についても，ほとんどの生徒がおこなっている。
・確認プログラムテストでは各学年とも一定の成果が出ており、全市平均よりも高いポイントがみられる。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・授業はまじめに受けて頑張ってはいるが，わかりにくい内容も混在しているようである。
・確認プログラムテストでは各学年共に全市平均を上回る結果が出た。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・教員側が更に工夫をして「分かる楽しみ」を味合わせる授業展開を考えなければならない。しかしながら，コロナの影響で学習形態の変更も余儀なくされているので，話し合い活動などがやりにくい現状でも，言語活動を充実させる取り組みを今後も考えていきたい。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・アンケートの実施
・学習確認プログラムの経年データ

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
まずは学校が再開できたことが良いこと。コロナのことで授業がやりにくいかも知れないが頑張って欲しい。



最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
図書館の「学習センター機能」としては，1年間を通じて，テスト前や午前中授業の午後など，生徒が図書館を利用して学習することができた。
各学年で行っている家庭学習の取組も，生徒アンケートの「家庭学習を頑張っていますか」の項目で高い自己評価が出ており，自学自習の取組が浸透してきているのがわかる。生徒評価「授業はわかりやすい」の回答は前期に比べ0.１％の上昇であった。「話し合いや意見を発表したり書いたりする活動を行うことで，授業の内容は理解しやすくなりましたか」では1.2％上昇した。
学習確認プログラムでも毎回、どの学年でも全市平均よりも大きく上回る教科もあった。
授業改善については授業の最初と最後に目当てや振り返りを書くがおおむね浸透してきた。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
生徒の学習理解に関しては、コロナ禍の影響で休校措置や制限の厳しかった前期に比べ、学び合い活動が増え、理解が進んだことがうかがえる。
学習確認プログラムの結果を見ても，各学年共に全市平均に比べて本校生徒の学力は比較的高く，特に英語と数学に関しては少人数授業の効果が大きく出たと思われる。
学習の結果はおおむね良い方向で進んでいるが、今後は振り返りをどのように各教科でしていくか考えて取り組んでいきたい。

	
	分析を踏まえた取組の改善
教員の授業改善から，まずは始めていきたい。授業の目当てを提示することは，ほぼ全ての教員ができている状況なので，もう一度振り返りを中心に授業の改善を図りたい。
新学習指導要領の実施に伴い、評価やＧＩＧＡ端末の活用について、研修を進め教職員の周知を図っていき、生徒にとって分かりやすい授業をこのまま続けていきたい。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
英語・数学に関しては少人数授業としているが、１年生の段階から現３年生のように１クラスの人数を減らし、更に英語・数学において少人数授業を推奨する。そうすることで、学力が定着していない子へのサポートが十分に行えると考える。



（２）「豊かな心」の育成に向けて
	重点目標
規範意識を軸として，心温かな優しい気持ちを持ち続けられるよう，日々教育活動の中で意識する。

	具体的な取組
１．生徒会活動をさらに充実させる。また生徒会東北プロジェクト（福島ひまわりプロジェクト）を継続していくことにより，支え高め合う集団づくりを学級・学年・学校単位に拡大する。また、生徒会活動を通して自治活動の浸透と拡大を図り、自ら考え行動する姿勢を養う。
２．規範意識や豊かな心を育てるため，道徳の時間を中心に道徳教育を進める。道徳推進教師を中心にして「考える道徳・話し合う道徳」の授業を全校的に広げていく。
３．生徒，教職員の４つの行動目標（あいさつ，感謝，時間，ボランティア）遵守を全員で達成する。
４．道徳や特別活動（学級経営，生徒会活動，学校行事）の中に，意図的計画的に「記録，発表，傾聴，意見交流，まとめ」など言語活動を重視した教育活動を実施し，それを道徳の「考える道徳・話し合う道徳」に結び付けられるようにする。そして、人間としてのより良い生き方を探求する力を身につけさせる。

	（取組結果を検証する）各種指標
・道徳の事後感想文や日常観察より考察
・生徒・保護者アンケートの結果。
　　　該当項目…①「仲間の良いところを見つけようと努力した。仲間を大切にした。」（生）
②「子どもは楽しく学校に通えていますか。」（保）
③「学校・学年行事は楽しかったか。」（生）
④「いじめ対策委員会があることを知っていますか。」（生）
・行事等の事後アンケートより考察。
・道徳推進係会にて検証。　　等




中間評価
	各種指標結果
・生徒会活動を充実させる為の取り組みが，コロナのことで３密を避けるため，ほとんど出来ない状態であった。生徒会東北プロジェクト（福島ひまわりプロジェクト）も継続したかったが今年は断念せざるを得なかった。
・アンケート結果の「仲間の良いところをみつけようと努力した。」は各学年通じて９３％と高い数値が出ている。更に実際に「仲間の良いところをみつけた」という設問に対しても各学年とも９０％を上回っている。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・「仲間を大切にした」という設問に対しても９８％近く有り，行事や学校生活を通して他者を認め，心温かな優しい気持ちを持ち続けられる場面が多く設定できた。
・道徳の授業についても各時間、各学年で取り組めており，職員室の中でも意見を交流する声が聞こえてくる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・ひまわり活動は取り組むことが出来なかったが，それに代わる取り組みもなかなか出来ない。後期には，生徒会を中心にもっとアピールする場を設定する必要がある。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・道徳の授業実施時間数，事後感想文や日常観察より考察
・アンケート項目の，仲間の良いところを見つけようと努力した。仲間を大切にした。学校・学年行事は楽しかったか。等
・行事等の事後アンケートより考察。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・コロナのことで，毎年出来ていたことが出来ないことは残念。
・仲間を大切にするという項目はこれからも高い状態を維持して欲しい。



最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果	
・道徳の授業は年間で確保するようにした。
・アンケート項目の「仲間の良いところを見つけようと努力した。」は91.3％で前期よりも0.3％上がった。「仲間を大切にした。」は98.1％で，前期よりも0.9％下がった。「自分自身を大切にした。」は92.3％で，前期よりも0.5％上がった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
道徳の授業は2ヶ月の休校期間があっても最低限の授業時数を確保するように学校として努めた。その結果、自己肯定感はあがったように思われる。
他者への思いやりや自己肯定感を見るようなアンケート項目では、他者に対しては0.9％の減少はあるが、99％から98％へ下がっているようで、より高い水準でのことである。その他の項目についても９０％以上の肯定的な意見があるので、ほぼ全生徒は肯定的な意見を持っていると見て良い。
生徒会活動については各委員会を中心に体育大会や合唱コンクールなど活発に活動することができ，学校・学年やクラスの連帯感などを生むことができた。

	
	分析を踏まえた取組の改善
道徳の係を中心に，年間の授業は取り組むことが出来たが、コロナ禍の影響で全校道徳の実施ができなかった。来年度はＺＯＯＭやＧＩＧＡ端末の活用で、全校道徳が実施できるように考えていきたい。ただ、依然として生徒の心の変容を見取ることは難しく，今後も研修が必要で，授業後のワークシートから読み取ることや普段の行動を教職員間で共有していく必要がある。
道徳の時間の丁寧な事前準備を心掛ける。また，授業後の道徳の感想など学年間で共有し，全ての教職員で生徒を見守る体制作りを今後も継続していく。
生徒会活動については，今後も見直しや改革が必要であると思われる。今までやってきたからという観点ではなく，生徒たちが意見を出し合い精選し取り組みを進める中で，主体的に取り組みを進める生徒会としていきたい。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
あいさつはよくしてくれるので、今後も続けていけるようにしてほしい。
携帯電話によるトラブルが増えていると思われるが、薬物やＳＮＳなどの学習も取り組んでほしい。今年は特に休校期間があったのでそう思います。


（３）「健やかな体」の育成に向けて
	重点目標
学校教育目標にある心身と心の「たくましさ」を身に付けられる活動の推進

	具体的な取組
１．運動やスポーツなどの部活動において，規範意識を高めるとともに，体力的精神的にたくましい生徒を育てるために，組織的・計画的な部活動を、ガイドラインに則って推進する。ただし部活動はあくまでも副次的なものであり，優先順位は「学力向上」と「温かな心」の育成である。
２．毎朝遅刻ゼロを目指して各家庭に協力を求めるとともに，「中学生版早寝・早起き・朝ごはん」を引き続き実践する。
３．「いのち」の大切さを知り，また，いざというときに何かの役にたてる人材を育てるために，昨年度に引き続き「救命救急講習」を３年生保健授業で３時間実施し，そのうち２時間は西京消防署と協力して，すべての３年生に「救命救急講習（ＡＥＤと心肺蘇生講習）」を実施する。
４．1･17や3･11の節目の日に防災に関する学習を行うとともに，避難訓練や防犯訓練も実施する中で「主体的に行動する態度」と「自分の命は自分で守る行動」について体験的に学習させる。
５．夏前には「落雷」「熱中症」「食中毒」等の未然防止のため教職員はもとより，生徒にもこれらの安全意識を高めるための学習を実施する。
６．京都はぐくみ憲章の啓発のため，学校だよりとＨＰに広く保護者・地域住民にアピールしていく

	（取組結果を検証する）各種指標
・日常観察より考察
・保健室だより，保健委員会新聞の発行回数
・各種大会の競技成績　　等






中間評価
	各種指標結果
保健室だより，保健委員会新聞ともに，月1回を基本に発行されている。月１回実施の振り返りシートの記入。部活動では，コロナの影響で大会が開催されないケースが多かったが，行われた試合では比較的好成績を上げている。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・「遅刻」は昨年同様ほとんどない。保健委員会としても昇降口の消臭活動やソーシャルディスタンスの表示など活発に活動できている。
・今回はコロナ対策について，保健室や学校保健委員会にＰＴＡが協力していただき，いち早くコロナ対策を打つことが出来た。
・保健委員会の「すまいる」をＨＰにて紹介できている。
・部活動では，コロナの影響で春・夏の大会が自粛され、近畿や全国大会も中止になった。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・朝の不在生徒への連絡など，今まで通り担任と副担任で協力して行い，連絡体制を確立していきたい。遅刻生徒はこれから増える傾向にあるので，呼びかけを行っていきたい。
・部活動では，人間形成・健やかな心身の成長に重きを置くことを心掛ける。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
朝の生徒観察の継続
保健だより，保健委員会の充実
各種大会の競技成績

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・ＰＴＡとしても，コロナ対策や学校安全について協力していくので，必要な物品があればいって欲しい。素早く対応して子どもたちのために役立ちたい。



最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
朝の生徒観察はこの1年間、健康観察カードにより行ってきた。
遅刻生徒についてはほぼいないが、学年には１～２名程度の遅刻生徒がいた。
今年度はコロナ禍のことがあったが、保健委員会がポスターの作成や掲示など活躍してくれた。
部活動については，大会がなくなったり代替試合になったことで活躍の場が少なくなったが、自主性・主体性を基本として，規範意識の向上と心身の健全な育成を目標に活動することができた。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
朝の健康観察では、当初は熱を測り忘れる生徒もいたが最近はそのようなこともなく、マスクも忘れる生徒は少ない。生徒にはマスクや検温は十分に浸透していると思われる。下校時にも教職員が声を掛け、マスクをして帰る生徒が大半であった。
部活動では，コロナのこともあったので部活動でも安全面や健康面に気をつけて行うことができた。部活動ガイドラインもあり，活動日数や時間は遵守できているが，今後もガイドライン遵守を広めていきたい。
遅刻生徒については毎回同じ生徒が遅刻している。昨年度と同様に家庭状況にももっと深く入り込み，遅刻の原因を探る必要がある。
保健衛生関係の啓発活動や冬場の換気の呼びかけなど、保健委員会が中心となって取り組みをしてくれた。今後も子どもたちの主体的な動きを継続していきたい。

	
	分析を踏まえた取組の改善
部活動については、ガイドラインの遵守をこれからも続けていきたい。当たり前のことだが、校外活動届の提出も定着してきている。
保健だよりはＨＰにも掲載することができたので、今後も行っていきたい。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
部活動は今年は大会がなくなったり代替試合となったりでかわいそうな気がしたが、本来ならば、全て無かったものを少しでもできるようにと考えて行っていただいたと考えると、ありがたいことだと思います。






（４）学校独自の取組
	重点目標
「桂中ブロック内４校のすべての教職員が，義務教育９年間の成長に責任をもつ」

	具体的な取組
○桂中ブロック４校校長会議
年間３回（５月・９月・３月）開催
・５月⇒目標・年間方針・計画の確認，Ｒ元年度卒業生の進路状況の報告（出身小学校別進路先データの提供），４校学校行事と地域行事の確認，小中一貫の各種研修会，研究授業のあり方等
・９月⇒夏季研修の課題，生徒の現状報告，小中合同授業研究会に向けて，全国学力学習状況調査分析の情報共有と小中合同の課題について
○桂中ブロック小中各主任交流会開催（年間３回）
○小中一貫学校経営構想プランに基づいた教育活動の推進

	（取組結果を検証する）各種指標
・小中連携主任会による考察。
・夏の研修会や授業研での感想・意見。
・各主任交流会の実施・内容



中間評価
	各種指標結果
・小中連携については主任レベルでの連携もなかなかとれていない。今年はコロナの影響で合同研修会も出来なくなった。
・学校ＨＰへのアクセス数は，一日平均約２５０。多い日は２０００件程度になることもある。学校だより（天鼓の森）の配布総数約１５００。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・今年はコロナの影響で小中一貫教育の連携がなかなかとりにくい状況であった。
・情報発信は，管理職を中心にホームページの更新・学校便り（天鼓の森）の発行など，積極的に行っている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・ふれあいプラザも今年は中止になり，部活動体験などが出来ない状態であるが，入学説明会やオープンスクールの開催など出来る範囲内で考えて取り組みたい。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・小中連携主任会による考察　・各種活動への参加数　・ＰＴＡ役員会等の考察
・ホームページのアクセス数　・学校の教育方針や教育活動などのアナウンス。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・今後もコロナで学校の様子がわかりにくいことが予想されるので，もっと更新して欲しい。





最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
小中連携主任会ではコロナのこともあり、集まることはできなかったが、連絡を取り合って総括まで行うことができた。
ＰＴＡについては、今年は本部のみとしていたのでほとんどの活動が止まってしまったが、生徒や学校の活動の後押しをしてくれていた。
ホームページのアクセス数は１日平均２７８．７
学校だより「天鼓の森」は配布総数１５００．

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
小中一貫教育については，連携を図りながら進めているが，今年は人的交流ができなかった。毎年行っている夏の合同研修会も開催することができなかった。唯一小学生を中学校に招いて行う授業体験だけは行うことができた。
ＰＴＡ活動についても，本部のみの活動となったが、当初学校が困っていた消毒液の補充などＰＴＡが積極的に行ってくれたおかげで、乗り切れたところがある。

	
	分析を踏まえた取組の改善
小中一貫教育については、今年はほとんどの行事が行えず、部活動などの体験活動もできなかったが、来年度は形を考えながら進めていきたい。
ＰＴＡ活動についても、常に見直しを行い、誰もが参加しやすいように役員の数を減らすなどして対応していきたい。小学校との合同地域清掃活動などが実施できないか昨年に続き検討中。
ＨＰや学校便りは，画像，図，テキストなどを工夫し，さらに伝わりやすいものをめざす。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
ＰＴＡについては、今年は活動ができない分、学校の助けになればと思い、当初に消毒用アルコールを提供した。今後もＰＴＡとしてサポートしていきたい。参観日や家庭訪問が実施できなかったので担任の先生との距離を感じることがあった。来年度は参観や家庭訪問を希望者だけでも行ってほしい。





（５）業務改善・教職員の働き方改革について
	重点目標
教職員一人一人が勤務時間を意識し，子どもと向き合う時間を十分に確保する。

	具体的な取組
・学校行事の精選と，会議を精選，効率化する。
・電話応対時間を午後７時３０分までとし，以降は留守番電話に切り替える。
・教職員の退勤時間を午後８時を目標にし，計画的に業務を進める。
・働き方改革に関する研修を行う。

	（取組結果を検証する）各種指標
・教職員の勤務時間
・年休取得率




中間評価
	各種指標結果
・今年になり勤務時間については月45時間以上の超過勤務が増えている。多いときには月に２２人の超過勤務者がいた。月80時間を超える教員もまだいる。
・年休の取得についても，各自が取得しやすいよう夏休みなど工夫している。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・勤務時間については今年になり月45時間以上の超過勤務をなくすように指標が立てられたが週末の部活動の時間が大きく関係しており，なかなか超過勤務時間を減らすことが出来ない。
・年休取得については長期休暇などを利用して取得している。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・平日については，多くの教職員が早く帰るようになってきた。今後も退勤時間を明確にする事により，効率よく勤務できるようにしていきたい。
・週末の部活動が入ると４週間で１２時間の超過勤務となり，準備も含めると１５時間程度が部活動に費やされてしまう。しかし，大きく改善することは難しい。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・教職員の勤務時間
・年休取得率

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・先生方の超過勤務を短くして，元気な状態で仕事をしていただくことで，子どもたちに返ってくるものは大きくなると思うが，その一方で部活動の時間が短くなることが心配。




最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
学校行事の精選は会議の見直しなど少しずつではあるが，行うことができた。教職員の退勤時間についてはだいぶん浸透してきたが、ひと月の超過勤務時間が８０時間を超える教員がまだいる。留守番電話の切り替えは7時30分に行うことが定着してきた。
　年休取得率は年間５日の年休取得がほとんどの教職員で行うことができた。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
学校行事は大きな行事は内容を精選し，時間を短縮するなど工夫をして取り組んだ。具体的には体育大会の内容を精選し時間短縮や競技を決めるまでの時間や負担の軽減を行うことができた。また，文化祭も合唱コンクールと総合的な学習の発表会とに大きく分け、開催時期もずらすことで負担感を軽減した。今後も仕事の効率化を図るよう常に呼び掛けていきたい。
　退勤時間が８０時間を超える教職員については，ほぼ同じ教職員が該当しており，仕事内容が偏っていないか，また，仕事の仕方の工夫など考える必要がある。

	
	分析を踏まえた取組の改善
教職員業務の効率化を検討していく。
　学校行事の精選を続けて検討していく。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
[bookmark: _GoBack]今年はコロナのこともあり、先生方の負担はとても大きかったと思う。初めての状況で、色々考えながら行事もできるだけやってもらった。ありがとうございます。



